
s@ 
伊町道富

力、

日
ひ
困
徳

ポ
ク
シ
ン
，

郷
土
の
誇
り
と
名
誉
を
担
っ
て
、

厳
し
い
練
習
を
積
ん
だ
精
鋭
た
ち

が
熱
い
闘
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

国
体
成
功
の
大
き
な
カ
ギ
は
、
多

く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
競
技
を

見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
観
覧

は
無
料
で
す
。
ど
う
ぞ
家
族
そ
ろ

っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

競
技
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いよいよ188開審

わ-つよし報広

協 願 町 明 識 体 し 町 勢 な の 開 ら
力町しづるのを上民でりも催半厚
を民てくい高契げ皆望まとの世く
重皆いり豊揚機る様むせに会紀御
ね様季のかとにとのよん、場に礼
てのさーな体更とごう。必町ーを
お絶亨助住位にも協考そずと回申
願大三とみの町に力えの成しとし
いなよいよ向民、をてた功てい上
申る玄たい上のこ切おめさ、わげ
し御手し活をスのにりにせ町れま
上支手た力はポかおま万な民ます
T援。いのか|い願す全け総す
まと とありツじいののれ参国
す御 念る、意国申で態ぱ加体

話込6，~長'!ß&ι通通話ぷぷ~返坂長近副副知坂長坂近頃担安
g 

ーザsごのおそ 国口期月 剖 」
2 協みかの町体事間十十 期 信Z

問日輩認r::b ---1--日 間 11J7J

力 量
< 金
だ、 g
竺笠 間

ぷE
明企

第
M
M

回
国
民
体
育
大
会
昭
和
町
実
行
委
員
会
々
長

昭
和
町
長

泉

幸

弘

第
引
回
国
民
体
育
大
会
「
か
い
じ
国

体
」
秋
季
大
会
が
、
い
よ
い
よ
十
二
日

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
町
で
行
わ
れ

ま
す
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
に
つ
き
ま
し
て

は
、
十
三
日
よ
り
閉
幕
い
た
し
ま
す
が
、

全
国
各
地
か
ら
お
い
で
い
た
だ
く
役
員
、

選
手
の
皆
様
を
心
か
ら
暖
く
お
迎
え
す

る
た
め
、
町
民
あ
げ
て
諸
準
備
に
取
り

あ
な
た
も
ぜ
ひ
会
場
ヘ

競
技
会
場
は
町
民
体
育
館
で
す
が
、

一
般
車
両
は
町
民
体
育
館
前
ま
で
は
入

れ
ま
せ
ん
。
車
で
来
ら
れ
る
方
は
、
押

原
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
が
駐
車
場
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

a

ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
周
辺
の
道
路
は

選
手
、
役
員
を
乗
せ
た
パ
ス
や
大
会
関

係
車
両
が
通
り
、
た
い
へ
ん
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
駐
車
は
避
け
ま
し

ょ
v

つ。会
場
内
に
は
、
湯
茶
、
抹
茶
な
ど
の

接
待
所
、
売
居
、
郵
便
局
な
ど
も
設
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、ご
利
用
く
だ

大」い。

十
三
日
に
は
開
始
式
が
行
わ
れ
、
十

七
日
の
決
勝
戦
終
了
後
に
は
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
す
。
表
彰
式
で
は
、
総
合
成

績
の
一
位
か
ら
八
位
ま
で
、
少
年
の
部
、

成
年
の
部
そ
れ
ぞ
れ
一
位
か
ら
三
位
ま

で
を
表
彰
し
ま
す
。
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

は
、
山
梨
県
の
優
勝
、
入
賞
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
表
彰
式
は

.一段
と

に
ぎ
わ
う
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
開
始
式
、
表
彰
式
で
は
、
地

元
、
甲
府
昭
和
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

が
式
典
の
演
奏
を
し
た
り
、
押
中
女
子

生
徒
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
り
と
裏

方
さ
ん
も
大
活
躍
し
ま
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
よ
り
(
町
民
体
育
館
)

*ボクシング競技日程*

月百軒町 検 ~ . 言十 量 立R兄立 技 関 始 時 刻

10月12日(日) 18 : 00 検診のみ、少年、成年の順

10月13日(月) 8:00 少年、成年のJI国 11 : 00 10年時i乙成開始年式順を行(う
少 、 の l 回戦)

10月14日(火) 8 : 00 少年、成年の順 10 : 00 少年、成年の順 (2 回戦)

10月15日(水) 8:00 少年、成年の順 11 : 00 少年、成年の順 (準々決勝)

10月16日(木) 8:00 少年、成年のJI国 11 : 00 少年、成年のJI頂 (準決 勝)

10月17日(金) 8:00 少年、成年の順 9:00 少年、成年の順 (決 勝)



わ

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
は
、
都
道
府
県
対

抗
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
い
、
得

点
は
勝
者
一
点
、
敗
者
無
得
点
と
し
、

三
点
以
上
取
っ
た
チ
l
ム
、
つ
ま
り
フ

ラ
イ
・
パ
ン
タ
ム
・
フ
ェ
ザ
ー
・
ラ
イ

卜
・
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
l
の
五
階
級
の

う
ち
三
階
級
以
上
を
勝
っ
た
チ
l
ム
が

勝
ち
上
が
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

出
場
都
道
府
県
数
は
、
成
年
男
子
・

少
年
男
子
と
も
に
、
各
ブ
ロ
コ
ク
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
三
十
都
道
府
県
と
、
開

催
地
の
山
梨
県
の
三
十
一
都
道
府
県
で

出
場
者
は
、
監
督
・
セ
カ
ン
ド
を
含
め
、

成
・
少
年
合
わ
せ
て
三
百
五
十
人
で
す
。

山
梨
県
選
手
団
は
次
の
と
お
り
で
す
。

つよし報広

えよう

( 3 )昭和 61年 10月1日発行

が
ん
ば
れ
グ

山
梨
県
チ
!
ム

《
成
年
男
子
》

監

督

大

江

至

(

昭

場

)

選

手

)

木

村

一

也

(

拓

殖

大

学

)

瀬
川
正
義
〈
甲
府
土
木
事
務
所
)

桧
山
宗
太
郎
(
甲
府
昭
和
高
校
)

中
洞
三
雄
(
県
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
)

東

悟

(

県

競

技

力

強

化

指

導

課

)

高

橋

良

秋

(

静

甲

建

設

)

《
少
年
男
子
》

監

督

(
敬
称
略
)

手口

町

f受

11かいじ国体・ノーマイカー運動に

参加しましょう 11

いよいよ、かいじ国体秋季大会

ふれあいのかいじ大会が開催されます。

かいじ国体は、全国から大勢の方々を迎えて開催されます。

交通事故や交通渋滞の心配をなくし

全国の皆さん、県民の皆さんが

安心して参加できる国体にしましょう。
乙れらの大会の開催時には、幹線道路や市街地等を中心に相当

な混雑が予想されます。

できるだけマイカーの使用を自粛して

スムーズな大会運営に協力しましょう。

「ノーハンドルJも
「一人一役県民運動」です。

久
保
村
愉
次
(
甲
府
昭
和
高
校
)

選

手

川

口

宏

昌

(

農

林

高

校

)

市

村

智

(

駿

台

甲

府

高

校

)

石

毛

宏

明

(

甲

府

昭

和

高

校

)

嶋

崎

秀

貴

(

農

林

高

校

)

渡

辺

靖

(

甲

府

工

業

高

校

)

深

沢

昇

(

甲

府

工

業

高

校

)

う

秋
季
国
体

、

I
J

段
と
盛
り
上
が
る

空童心感 夏季国体・大成功
片殿)~
下;
本 ;

視町

夏季国体開会式(小瀬)

漕宮殿下をお出迎えする泉町長(右)牧野議長(上)

第
引
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
、

御
臨
席
の
た
め
本
県
を
ど
訪
問
さ
れ
た

浩
宮
殿
下
は
、
開
会
式
前
日
の
九
月
六

日
、
本
町
の
附
キ
ト
ー
を
ど
視
察
に
な

り
ま
し
た
。
地
元
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
、
泉
町
長
、
牧
野
議
長
が
お
出
迎
え

し
た
後
、
鬼
頭
取
締
役
社
長
の
説
明
に

よ
り
約
五
十
分
工
場
内
を
ご
覧
に
な
り
、

次
の
ご
視
察
先
の
県
立
美
術
館
へ
ど
出

発
な
さ
れ
ま
し
た
。
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天皇杯・皇后杯得点 大
会
旗
・
矩
火
リ
レ
ー

本
番
ヘ
自
信
〈
旬
月
伯
臼
〉

わ-つよし報広

皇后杯

天皇杯は、冬季・夏季・秋季の 3大会を通して実施した全

正式競技の男女総合成績(天皇杯得点)を合計し、第 1位の

都道府県に、また、皇后杯は女子総合成績(皇后杯得点)を

合計し、第 1位の都道府県にそれぞれ授与されるものです。

天皇杯得点は、競技得点・種別優勝得点・参加得点を合計

したものです。

天皇杯

⑨競技得点=各競技ごとに別に定められた方法により都道

府県の順位を決定し、各競技の 1位から 8位

までの都道府県に次の得点が与えられます。

⑨種別優勝得点=一一立-
種別数

大
会
旗
・
煙
火
リ
レ

l
コ
l
ス

中
間
地
点

8月8日に行われたリハーサル(西条小前)

問 中継地点 埜星空走審
1 食堂ふじみ前(玉穂町引継地点) I 9: 33 河原中学校

2 紙漉岡原踏切手前 9: 45 伸原小学校

3 藤本製作所前 9: 55 西条小学校

4 西条小学校前 10: 06 西条小学校

5 平川住宅前 10: 15 車

6 紅花先 10: 18 和k新居地区

7 宮の上線 84 1番地先 10: 27 EE 

8 水道道路インター横 10: 30 西条小学校

9 小宮山卓良宅前 10: 40 何原中学校

10 昭和町役場 10: 49 掬原小学校

11 田中歯科前 11 : 15 押原中学校

12 昭和農協常永支所前 11 : 27 押原小学校

13 河図正宅前(竜王町引継地点 11: 36 l' 

成年男子 ・成年女子・少年男子・少年女子の 4種別に

分かれている競技は、 1つの種別に優勝得点としてそれ

ぞれ1.5点ずつが与えられ、成年男子・少年男子とい っ

た2種別しかない競技はそれぞれ 3点ずつが与えられま

す。

⑨参加得点=1点

本大会またはブロック大会(予選会)に参加した都道

府県に与えられます。なお、開催県は本大会の全ての競

技lζ出場できます。

事
務
局
か
ら

あ
と
十
二
日
と
迫
っ
た
国
体
。
町
民

の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係

各
団
体
な
ど
の
ご
理
解
と
ど
協
力
を
得

な
が
ら
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
た
だ
今
事
務
局
で
は
会
場
内

外
の
装
飾
、
リ
ン
グ
の
設
営
な
ど
最
後

の
準
備
の
た
め
、
役
場
職
員
が
毎
日
交

代
で
作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
国
体

前
で
は
あ
り
ま
す
が
、
担
当
の
職
員
が

席
を
は
な
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ど
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

か
い
じ
国
体
を
町
民
の
力
を
結
集
し

て
成
功
さ
せ
、
来
年
の
沖
縄
・
海
邦
国

体
へ
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。

「
ど
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
」
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

1

1

か
い

じ
国
体
の
大
会
旗
・
矩
火
リ
レ
ー
が
、
十
月
十
日
午
前
九
時
三
十
分

1
十

一.
時
三
十
分
ま
で
町
内
各
地
区
を
町
内
児
童
、
生
徒
の
手
に
よ
っ
て
リ
レ

ー
さ
れ
ま
す
。

本
番
さ
な
が
ら
に
八
月
八
日
に
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ほ

ぼ
満
点
の
で
き
ば
え
で
、
本
番
へ
の
自
信
を
深
め
ま
し
た
。
十
月
十
日
の

本
番
に
は
、
リ
レ

l
走
者
に
温
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
リ

レ
i
コ
l
ス
に
な
っ
て
い
る
道
路
で
は
、
リ
レ

1
隊
の
走
行
に
支
障
が
な

い
よ
う
、
警
察
官
や
安
協
、
消
防
固
な
ど
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
路
上
の
駐
車
な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

何
か
と
ど
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
よ
り
(
町
民
体
育
館
)
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!会場案内|

番号 名 称

第 E主 車 場

2 練 習 メヱミb、 場

3 実 施 本 部

4 (二階) 日連役員会議室

5 選 手 控 室

6 第二駐車場 (指定車両)

7 7τ土E2 居

8 検診 ・ 計量会場

9 弁 当 号| 換 所

10 湯 dー川!;!;: 接 待 所

11 王~ζE 付 案 内 所

12 喫 煙 所

13 輸送 ・ 警備本部

14 立兄兄立 技 メヱ〉ズ、 場

t是ダ巧晶もダも《畠ダ有面色ダ司岳曜d均面亀戸電亀戸も亀戸事&ダ宅b色ダも込ダ有色ダ司畠也ダも亀戸も嘩dもも#司晶もダ司出色ダ有面亀#奇~司岳込d巧出色ダ司包色ダも嘩卓司屯#巧晶也ダ司出色#巧晶も#も込ダ有島県ダももダ司出色d巧包

大会期間中は混雑が予想、されます O お近くの人は歩くか自転車て¥

また自動車を利用される人は相乗りでお願し、します O
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ま
し
た
。

乙
の
巡
回
対
話
集
会
は
、
泉
町
長
の

方
針
で
あ
る
「
町
民
総
参
加
の
対
話
町

政
」
の
手
始
め
と
し
て
、
今
回
直
接
各

地
区
に
出
向
き
、
地
域
の
問
題
、
身
近

な
生
活
環
境
の
問
題
、
行
政
に
対
す
る

意
見
な
ど
住
民
の
生
の
戸
を
聞
き
、
乙

れ
か
ら
の
町
政
に
反
映
し
て
い
く
こ
と

九
月
六
日
夜
、
巡
回
対
話
集
会
の
ト

ッ
プ
を
切
っ
て
西
条
一
区
の
住
民
と
泉

町
長
を
始
め
と
し
た
町
当
局
と
の
対
話

集
会
が
西
条
一
区
公
会
堂
に
お
い
て
、

約
五
十
人
の
区
民
が
参
加
し
て
聞
か
れ

--・---
一ー
一ー

DU 

~ 

--=、

.いー『・---=-

..-:、

・・-

住
民
と
の
巡
回

対
話
集
会
実
施

わ-つよし報広

で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
、
町
内
各
地
区
を
全
て
巡
回
し

て
、
更
に
こ
う
し
た
機
会
を
設
け
て
、

町
と
住
民
と
が
、
手
に
手
を
取
り
合

っ

て
血
の
か
よ

っ
た
町
政
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

企町当局と住民との巡回対話集会(西条一区)

ぃ …・・争

西活
条発
ーな
区意
公見
A 
コ::;;:

堂要
望
が
出
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り

研
究
会
開
か
れ
る

ま
た
、
本
町
が
進
め
て
い
る
町
都
市

基
本
計
画
に
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
町
民
総
参
加
の

ま
ち

ο

つ
く
り
と
し
て
「
昭
和
町
都
市
基

本
計
画
に
関
わ
る
ま
ち
ず
つ
く
り
研
究
会
」

の
第
一
回
が
八
月
五
日
、
町
役
場
大
会

議
室
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

乙
れ
は
、
本
町
が
セ
ン
ト
ラ
ル
ヨ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
怖
に
業
務
委
託
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
は
そ
の
第
一
段
階
と
し

て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
現
段
階
ま
で
に

ま
と
め
た
本
町
の
現
況
と
問
題
点
と
し

て
現
地
踏
査
に
よ
る
町
の
良
い
所
、
悪

い
所
及
び
人
口
、
産
業
、
土
地
利
用
、

交
通
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
た
後
、
出

席
者
の
町
議
会
、
農
業
委
員
会
、
農
協
、

土
地
改
良
、
区
長
会
、
商
工
会
、
婦
人

会
、
企
業
、
土
地
区
画
整
理
組
合
な
ど

の
方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
貴

重
な
意
見
、
要
望
、
問
題
点
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

主
な
意
見
、
要
望
と
し
て

・
優
良
農
地
、
生
産
緑
地
の
確
保

.
魅
力
あ
る
商
業
環
境
、
つ
く
り

・
住
宅
と
工
業
の
混
在
対
策
と
防
止

.
安
全
な
道
の
整
備

・
便
利
で
ゆ
と
り
あ
る
居
住
環
境
整
備

.
川
を
生
か
し
た
う
る
お
い
の
あ
る
、

ま
ち
、
つ
く
り

・
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
の
整
備

.
緑
豊
か
な
公
園

c

つ
く
り

・
教
育
施
設
の
充
実

・
工
業
団
地
従
業
者
の
住
宅

c

つ
く
り

な
ど
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

以
よ
、
町
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

の
第
一
歩
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、

更
に
意
見
、
要
望
等
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
活
力
あ
る

よ
り
よ
い
ま
ち
“
つ
く
り
を
進
め
て
ゆ
く

も
の
で
す
。

-・砂

整
備
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路

「
昭
和
バ
イ
パ
ス
」



わ

祝
-つ

二塩部町開国橋線・県道甲府櫛形線開通二
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甲
府
市
西
部
の
富
士
見
バ
イ
パ
ス
と
中
央
高
速
自
動
車
道
甲
府
昭

和
イ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
塩
部
町
開
国
橋
線
・
県
道
甲
府
櫛
形
線
の
開
通

式
が
八
月
三
十
日
、
甲
府
市
下
飯
田
町
で
関
係
者
多
数
出
席
の
な
か

盛
大
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
路
線
は
、
甲
府
市
緑
ケ
丘
と
開
国
橋
を
結
び
、
甲
府
市
の
西

部
を
縦
貫
す
る
総
延
長
七
、
三
七

O
m
の
計
画
幹
線
道
路
で
あ
り
、

今
回
開
通
し
た
区
間
は
、
そ
の
中
で
も
重
要
な
区
間
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
町
に
お
い
て
は
西
条
の
水
道
道
路
が
今
の
と
こ
ろ
路

線
終
点
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
水
道
道
路
及
び
関
係
町
道
も
非
常
に

交
通
量
が
増
え
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
と
し
て
も
充
分
な

対
策
を
考
え
、
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

事入札結果エ
昭和 61年 8月執行分

工 事 名 工事場所、(工期) 落札金額 落札業者 担当課|

町道35号線側溝新設工事 河西地内 円 開富士エン ジニ

• 14号線水路改修工事測 S 61.8.27 750.000 アリング 建設課

量調査設計業務委託 -- 61. 9.26 
甲府市大里町

148-2 

町道 267号線道路改良工 築地新居地内 伊藤調査担IJ量設

S 61. 8. 27 680.000 計 側 〆〆

事測量調査設計業務委託
--61. 10.20 上河東 304

上河東地内道路新設工事
上河東地内

S 61. 8. 27 660，000 同 上
ノノ

測量調査設計業務委託
--61. 9. 26 

町道 6号線道路改良工事 押越地内 日新測量制

S 61. 8. 27 1，350，000 甲府市古上条 " 
測量調査設計委託

--61.10.27 864-5 

町道 209号線道路改良工
押越地内 伊藤調査測量設

S 61. 8. 27 1，350，000 計附 " 
事測量調査設計業務委託

--61. 10.27 上河東 304

町道 109号線舗装新設工
西条二区地内 開 浅)11組

S 61. 8. 11 2，170，000 竜王町富竹新田 " 
事 --61. 9. 18 80 

町道37号線道路改良工事
上河東地内 日興建設欄

S 61. 8.12 1，749，000 押越 2130
ノ〆

--61. 9. 5 

町民体育館外壁塗装及び 町民体育館
教育

S 61. 8. 21 7，310，000 同 上
屋根補修工事

--61. 9. 24 
委員会

ミfd??や分D

君月b村宗
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乳

幼

児

乙
J

室
弓
亡
置
い
火

こ・

2F-14f--=ロ

核
家
族
化
の
進
行
と
婦
人
の
職
場
進

出
や
社
会
参
加
等
に
よ
り
子
育
て
の
伝

承
が
う
す
れ
、
子
育
て

K
悩
み
を
持
つ

母
親
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
加
え
て

地
域
社
会
も
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。

地
域
の
連
帯
感
、
助
け
合
い
相
互
協
力

な
ど
地
域
社
会
が
本
来
も
っ
て
い
た
機

-つよ

郷土を知Qためのミ
昭和町は、今 大きく変わろうとしています。古いものを知っている人が

少なくなってきています。新しく昭和町に住む人も多くなりましたより住み

やすく、希望と活気に満ちた町を作るために、まず最初に、町を歩き郷土を

知ろうではありませんか。

歩くために人々が集まり、あいさつをかわす。あいさつは人の心をなごま

せ、ふれあいが生じる。歩く乙 とによ って、今まで気がつかなかった道、川、

橋、神社仏閣、諸施設、風景に出くわし、驚きと新たな発見があると確信し

ています。この機会に、子供から高齢者までより多くのみなさまの参加をお

願いいずてします。

し

郷土を愛し、人を愛し、生涯学び続ける
心豊かな人づくり・町づくりをもとめて

歩け歩け大会¥

報広

能
が
低
下
し
て
お
り
ま
す
。

乙
う
し
た
中
で
大
事
な
乳
幼
児
時
期

を
い
か
に
育
て
て
い
く
か
苦
労
さ
れ
て

い
る
お
母
さ
ん
方
も
相
当
お
い
で
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

そ
乙
で
そ
う
し
た
方
の
為
に
向
う
三

年
間
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
乳
幼
児
子

育
て
相
談
室
」
を
昭
和
町
河
西
七
四
三

番
地
の
一
常
永
保
育
園
に
設
置
し
、
育

児
不
安
の
解
消
と
乳
幼
児
の
健
全
育
成

の
た
め
、
保
育
園
へ
の
来
所
文
は
電
話

に
よ
る
相
談
業
務
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
大
い
に
ど
利
用
下
さ
い
。

〈

〉

〈

〉

〈

V

一
、
相
談
日
毎
週
水
曜
日

二
、
相
談
時
間
午
前
八
時
三

O
分
よ

り
午
後
五
時
ま
で

七

五

六

四

六

回

三
、
相
談
電
話

昭和町山梨教育推進会議

(昭和町生涯学習推進会議)雨天決行

時 期 歩く所 集合場所
集合

日 程 方 法
時間

9月21日(日) 押 原 地 区
昭和町中

品d 競集競~開ポ閉〈技甜イ会1合文0会ン胡式化償ト及10提財月説びt等F明) ) 

。スコア
第 l回

央公民館 8: 10 オリエンテー

西条小学
午前 リング

第 2回 11月 9日(日) 西条地区 8 : 00 8: 40 
0(どふちるらさかと散歩校校庭

10:20 lつ

第3回 12月14日 (日) 常 永 地 区
釜無工業 を選択して参
団地公園 10:40 加して下さい)

第 4回 2月22日(日) 昭和町全域
昭和町中

国 上 向上及び表彰 わふるさと散歩央公民館

第 l回~第4回すべて参加した人、及びスコアオリエンテーリンクー高得点者の表彰を行います。
(昭和 62年2月 22日)

エンピツ文はポールペン・はきなれた靴気軽

な服装、雨天の場合は、雨具

大人も子供も自由に参加して下さL、。

*持物・服装

3. 

実参加申し込み

E消防職員採用試験案内
採用予定人員

受験資格

(1)学歴要件

消防士若干名

下表のとおりです。

までとする。(日曜、祭日は除く。)

(2皮付は試験実施団体において行い、受付時間は、午前9時から午後

5時までとする。(土曜日は正午まで)

(3浸付は直接窓口での方法の外、郵便による場合も行うものとする。
7. 受験票の交付
受験票の交付については、提出された申込書の記載内容を確認のうえ、
持参の場合は窓口Kて直接本人に交付し、郵送の場合は、本人宛返送
するものとする。

8. 合格者の発表等
( 1康一次通過者については、山梨県町村職員統一試験実施委員会委員
員長から試験実施団体(町村)長に試験結果を報告するとともに、第
一次試験通過者宛その旨通知するものとする。
(2)試験実施団体(町村)長は、第一次試験通過者に対し第二次試験の
案内を行うものとする。
(3最終合格者については、試験実施団体(町村)長が昭和61年12月26
日までの聞に決定し、広告及び合格通知を行うものとする。

5. 申込書等用紙
の配布

試験申込書及

び試験案内の各

用紙については、

試験実施団体

(町村)に常時

備え付け入手希

望者に配布する

ものとする。

6. 試験申込書の
受付

(1)受付期間は、

昭和61年10月21

日から10月28日

区 分 方法 内 句モ、テ

第教養試験 (択2時一間式) 公つう務。い員て(各、と職高し等種て必学共校通要卒〕な一業程般度的知で試識知験能を行!C 

択一式 土木職又は保母職として必要な専門知
専門試験

次 ( 90分) 識、知能について試験を行う。

試事 務 10分
事務職員としての適性を正確さ、迅速

験適性検査 さの作業能力面から検査を行う。

1月 防
20分

消防職員にふさわ しい資質を性格面、
適性検査 作業適性面から検査を行う。

第 作 文 90分
主として文章による表現力等!Cついて

試験を行う o (各職種共通)

次口述試験 人物について、面接による試験を行う C

(各職種共通)
試

験 一般性格診断検査
職務及び職場への適応性を性格特性面

から検査を行う。(各職種共通)

昭和61年12月上旬

試験の方法4. 

学歴 年 齢 卒業年次

高等学校 昭以和降4に1年生れ4月た者2日
学校教育法に基づく

専修学校 以昭和降3に9年生れ4月た者2 日 高等学校以上の学校

以昭和降3K9生年れ4月た者2 日
を昭和61年 3月卒業

短期大学
文は昭和62年 3月卒

大 Aヲ主lユ- 以昭和降3に7年生れ4月た者2日 業見込みの者。

甲府地区消防本部人事教養課人事係

甲府市丸の内二丁目31番 3号

電話 22一羽41 内線 25

(2)住所要件

昭和61年 8月 1日から引き続き甲府市、竜王町、敷島

町、玉穂町、昭和町、田富町(以下 「組織市町」という。)

に住所を有し、かっ、住民基本台帳に記録されている者。

ただし、修学のため、現に組織市町に住所を有していな

い者でも、家族等が昭和61年 8月 1日以前から引き続き

組織市町lζ住所を有し、かっ、住民基本台帳に記録され

ている場合は資格を有します。

(3) その他 身体要件もあります。

試験日昭和61年11月 9日(日)

会 場 甲 府 市立南西中学会

試験要領及び受験申込書

10月13日(月)以降甲府地区消防本部人事教養課で

お受け取りください。

受験申込み受付期間

10月20日(月)--10月28日(火)まで

間合先
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梨
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催
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場
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働
く
皆
さ
ん
の
技
能
向
上
の
た
め
、
山
梨
技
能
開
発
セ

ン
タ
ー
で
は
、
次
の
コ
l

ス
の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
受
講
者
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

l回当り
程思夜

訓練 コ ース 主 な ヨiI 練 内 n廿~・ 定
数時間

日 実施 日
受講料

時間 の
員 数 J.lIJ 

自動プログラミ
自説動、プロ実グトプ習ラロミ(グ例ンラ題グミの)ン三概グ次要の元、総フ。ロ自合グ動解ラプ説ミンロ、ググ実のラ習実ミング解グ

学実
121018/tk:1)0602肘2(7附1271幽:20伺)

円
ノfー フ。ロ

ンク初級 ラミング 習 10 15 5 I 18: 00 -21 : 00 夜 2，000 

ガス溶接 溶緩の理論、溶接方法について、学科、実技一体め 学実 101 4(卦 5伺)11吐)

アーク溶接 講習。 15 24 41291日:)00~16 00 思 2，000 

パソコンの概要、キー操作、ディスクの使い方 10 121ω24幽
ノfソ コ ン I

使用機種NEC PC-8801mKIIモデノレ30 20 6 2 I 18: 00 -21 : 00 夜 O 

ノfソ コ ン E 1も0f行同ソ程時度にの習I得プ終すロ了グる者講ラムが作れるのを目標とし、 操作 6 ω1108/720幽80ω11ω3211幽d:10410幽1/4 
ノソ コン 又習。は同程度の人 10 18 夜 2，000 

外装、内装、金属、木材等の特殊塗装の最新技法を 1107幽/7り24d幽14υd 
建築設装

実技を主体とした講習。 15 12 4 I 18: 00 -21 : 00 夜 1，000 

木 工 教室 (II)
一般の人を対象IL:木工製品の加工技術の基礎と簡単 2100閃/)印2刷1附162耐2附17佳

えよ製品の製作講習。 10 18 6 I 18: 00 -21 : 00 夜 1，500 

T E L 0552 (41) 3 2 1 8 (南甲府署前)山梨技能開発センターお申込・お問いあわせは

!青色申告のおすすめ| 昭和例年10月4日は
飲食后調査の日です

調査に御協力をお願いいたします

一 飲食庖を営んでいる皆様ヘ二二

通商産業省は昭和61年10月1日現在で第16回目の

商業統計調査(一般飲食庖)を実施します。

乙の調査は、我が国飲食庖の構造及び販売活動の

実態を明らかにする唯一の重要な調査です。

その調査結果は、国や都道府県、市区町村におけ

る飲食屈の育成策や経営指針を作る際に広く役立っ

ています。

l秘密の厳守|

提出された調査票は統計法によって厳重に秘密が

守られます。例えば、徴税資料にしたり、飲食庖の

不利益になるような乙とには絶対K使用しませんの

で、正確な申告をお願いいたします。

また、商業統計調査員は身分証明書を携帯してい

ますので、不審な場合は、いつでも提示を求めて下

〈〉青色申告で正しい記帳

商売などをしている人の所得税は、納税者が自ら自分の所得や税額を

正しく計算して申告し、納税する ζ とになっています。

納税者が自分の所得を正確に計算するためには、毎日の取引をきちん

と記帳し、保存しておく乙とが必要です。

乙のため、記帳が記録保存については昨年の税制改正で白色申告者に

ついても制度化されたわけですが、その制度による記帳より水準の高い

記帳をし、その帳簿に基づいて正しい申告をする人については、所得の

計算などについて有利な取扱いが受けられる青色申告の制度があります。

。青色申告ができる人は

事業所得、不動産所得、山林所得がある人は、青色申告をする乙とが

できます。青色申告をするには、あらかじめ 「青色申告承認申請書」を

税務署に提出し、その承認を受ける ζ とが必要です。

青色申告をする人は年々多くなっており、現在では、商売をしている

人の半数以上の人が青色申告をしています。

〈〉これから青色申告をはじめる方へ

むずかしい手続はL、りません。青色申告をしようとする年の 3月15日

までに、 「青色申告承認申請書Jを税務署に提出してください。また、

「現金主義による所得計算をする人」、 「専従者に給与を支払う人」は、

それぞれの届出書を税務署に提出してください。

なお、 「みなし法人課税の選択をする人」は、その選択をする年の前

税の相談は税務相談室へ 年の12月31日までに届出書を提出してくださ

一 九 い。はじめて青色申告をされる人は、まず毎

!~ \~ー・ 目、帳簿をつける習慣をつける乙とをおすす

(乃笹 L低/ めします。帳簿のっけ方など、わからない乙

U竺タふ涼み とは、お気軽に税務署、日本税務協会、商工

ベヱ北山川正、 会議所や商工会、青色申告会iζご相談くださ
甲府税務署

税務相談室富 37-8487 い。

行
政
相
談
員
は

み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
役

昭
和
町
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ
い
。

O 
日

時

十
月
一
日
(
水
)

午
後
一
時

i
四
時

昭
和
町
中
央
公
民
館

O
場

所

O
行
政
相

談
員

井
上

亨

氏

『

-

d

d
11
1
/

あ

p'd

ち

尽

力わ

~，羽被共同事盆
10月1日-12月31日

さい。

‘' お
祝
い
電
報
は

三
目
前
ま
で
に

秋
は
結
婚
シ
ー
ズ
ン
、
お
祝
い
電
報

は
配
達
日
の
一

O
日
前
か
ら
三
目
前
ま

で
な
ら

一
五

O
円
の
割
引
き
と
な
り
ま

す。
大
安
日
の
前
日
、
土
曜
、
日
曜
日
の
午

前
中
は
、
大
変
こ
み
あ
い
ま
す
の
で
な

る
べ
く
他
の
日
の
午
後
K

，
配
達
目
指

定
の
お
祝
い
電
報
'
と
い
っ
て
一

一
五

番
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

N
T
T
甲
府
電
報
電
話
局

曾

(
O
五
五
ニ
)

三
三
|
ニ
九
九
四

(
無
料
)
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保 り
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報広

礎 当受話長議長話受話交書長銀議長謙録

10月 4日(土)・ 25日(土)

午前 9時--11時 30分

場 所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象ι血圧測定、尿検査、栄養

指導などを行い健康についての相談にお答えしていますのでお

気軽iとお出かけくださ ~' o

|母子手帳交付及び一般健康相談日

時日

種

10月 24日(金)午後 1時--2時

総合会館

砂 I期・一昭和59年 3月 1日~昭和59年 8月31日まで

の出生児o

~n期… I 期 3 回を完了して 1 年から l 年 6 か月以

内の者。

砂昭和57年 9月 1日~昭和59年 2月29日までの出生

児で未接種者。

持ち物 母子手帳・問診票

※注意事項など詳しい乙とは広報9月号をど覧ください。

接防予A 
Eコ;昆種3 

時

所

児
当

日

場

該

実施日 受 付時間 該 当 児 場所

10月 1日(水)
昭和60年 9月生まれ

午後 l時 〆ノ 12月生まれ 総合

10月 2日(木)
--2時 昭和61年 3月生まれ 会館

11 6月生まれ

ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

歳 児 健 康 ロ忌手会' 査 |
施日 10月 30日(木)

付時間 午後 1時--2時

所 総合会館

当児 昭和56年 5月 1日~昭和56年 8月31日までの出生児、及

ぴ前回未受診児。

ち物 母子手帳・ 5歳児健康診査質問票

健診当日、尿検査がありますのでご承知おきください。

|不 用 犬 猫 収 集

時 10月 31日(金)

午前 10時 20分--10時 25分

所 旧役場前(ボクシング練習場)

収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。

譲受話交喜安否長議長泉

乳 査芸会
ロ:;.康健児

場

※ 

また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋花入れてヒモでしっかり

封をしてください。

実

受

場

該

持

※ 

日

医
大
病
院
か
ら
健
康
メ
モ

女
×
線
に
つ
い
て

山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
放
射
線
科

司
会『

皆
さ
ん
、
乙
ん
に
ち
は
、
今
日
は

で
す
ね
こ
こ
に
山
梨
医
科
大
学
の

X

先
生
に
来
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。
先

生
は
、

X
線
に
つ
い
て
は
大
変
詳
し

く
、
更
に
皆
様
の
健
康
管
理
に
も
充

分
に
気
を
配
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
健

康
管
理
に
は

X
線
検
査
は
絶
対
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
か
ら
ね
。

従
っ
て
今
日
は
そ
の

X
線
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
伺
っ
て
み
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。
先
生
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

早
速
で
す
が
、
先
生
、

X
線
っ
て

一
体
何
な
ん
で
す
か
?
』

X
先
生

『
X
線
は
で
す
ね
、
太
陽
の
光
い
わ

ゆ
る
、
可
視
光
線
、
赤
外
線
、
紫
外

線
等
と
同
じ
電
磁
波
な
ん
で
す
よ
、

只
乙
れ
等
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
(
力
)

が
大
き
い
と
言
う
だ
け
な
ん
で
す
。

乙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
い
と
言
う

事
が
非
常
に
重
要
な
事
な
ん
で
す
が
。

一
八
九
五
年
ド
イ
ツ
の
物
理
学
者
レ

ン
ト
ゲ
ン
博
士
に
よ

っ
て
偶
然
発
見

さ
れ
、
そ
の
名
前
に
ち
な
ん
で
ド
イ

ツ
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
線
と
呼
ば
れ
、

ア
メ
リ
カ
で
は
正
体
の
解
か
ら
な
い

先
線
と
言
う
事
で

X
線
と
呼
ば
れ
た

技
師
長

ん
で
す
ね
。
』

司
会『

は
は
あ
、
そ
れ
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
っ

て
言
う
ん
で
す
ね
。
と
乙
ろ
で
先
生

X
線
で
ど
う
し
て
人
の
体
が
透
け
て

見
え
る
の
で
す
か
?
』

X
先
生

『
太
陽
光
線
は
人
体
を
透
過
し
な
い
、

X
線
は
透
過
す
る
、
乙
れ
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
が

X
線
の
方
が
ず

っ
と
大
き
い

か
ら
な
の
で
す
。
紫
外
線
は
日
焼
け

の
原
因
に
な
り
ま
す
ね
、
乙
れ
は
皮

膚
を
透
過
し
た
わ
け
で
す
が
、
。皮
膚

に
吸
収
さ
れ
て
そ
れ
以
上
は
進
ん
で

行
く
事
が
で
き
な
い
訳
で
す
。
と
こ

ろ
が
X
線
は
ど
ん
ど
ん
突
き
進
ん
で

行
き
人
体
を
透
過
し
て
し
ま
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
空
気
銃
と
高
性
能
ラ
イ

フ
ル
銃
の
違
い
を
考
え
て
み
れ
ば
解

か
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で

X
線
は
骨
、
筋
肉
、
脂
肪

組
織
等
で
そ
の
吸
収
の
度
合
が
違
い

ま
す
、
乙
の
性
質
を
利
用
し
て
、
反

対
側

K
X
線
が
当
た
る
と
蛍
光
を
発

す
る
物
質
を
置
き
ま
す
、

X
線
の
体

内
で
の
吸
収
の
度
合
で
そ
の
蛍
光
材

の
発
光
量
に
差
が
生
じ
ま
す
、
そ
の

蛍
元
の
強
弱
で
体
の
内
部
を
観
察
す

る
事
が
出
来
る
と
言
う
訳
な
ん
で
す
。』

中司
会『

説
明
さ
れ
て
み
る
と
、
以
外
と
簡

単
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ん
で
す
ね
。
そ

れ
で
は
、
最
後
に

X
線
は
身
体
に
良

く
な
い
と
聞
き
ま
す
が
本
当
で
し
ょ

う
か
?
』

X
先
生

『
X
線
は
両
刃
の
剣
と
も
言
え
ま
す
。

使
い
方
に
よ
っ
て
は
身
体
に
障
害
を

生
じ
さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、

X
線
が

発
見
さ
れ
て
九

O
余
年
に
な
り
ま
す

が、

X
線
な
け
れ
ば
医
学
な
し
、
と

言
わ
れ
る
位
医
学
へ
の
貢
献
度
は
高

い
ん
で
す
ね
、
更
に

X
線
は
充
分
研

究
し
つ
く
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
扱

う
人
達
は
高
度
な
専
門
教
育
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
絶
対
に
危
険
な
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
皆
様
の
健

康
管
理
を
我
々
に
お
任
せ
下
さ
い
凶

司
会『

私
も
私
の
家
族
も
と
れ
で
安
心
し

て
X
線
検
査
を
v

つ
け
る
事
が
で
き
ま

す。先
生
お
忙
し
い
中
、
今
日
は
本
当
に

あ
り
が
と
う
御
座
居
ま
し
た
。
』

企

画

財

団

法

人

里

人

会
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ひ
と
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立
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自
分
の
こ
と
は

自
分
で
で
き
る

子
巳
な
る
だ
め
に

わ(11)昭和 61年10月1日発行

でて身 もはくきベをろ買がでのけいい趣し祝
いい辺自、、るちル白、いらすすたマ、昧まい娘
ちきの主まふで ん が 分 起 与 も 。 るたンけにしにが
いま小性だとは と 鳴 で き え 、 不 しまガばはた目小
ちすさと寝んあ起れセるたそ本ろし入け合 D ざ学
口 O なかてかりきばッ時とれ意もい り ば わ 親 ま 校
出親乙自いらまて ト間乙をなの 音のしなのしに
しがと立たひせ 、 時入

、子 が心 子 きん 咽ιニニ-E間湖、 ν 却魁 ι ー 計 学
手供らとでずか 薗留置圃・圃匝函 ~~}~~私議室豆方面画面 がし
出ののいしり 0 ・圃圃圃圃踏 襲f晶画画面倒V ほた
し領中うた出そ 一一圃圃明臨調~:1!~1II聞岡崎恥 しと
を分でものされ 園圃院 網【棚閉調関?勺や寝室主羽目 γき
すに育のにれま 摩耶置争盤面極 器誕主主r:.l 幽陸態議iL~ と
れまつは o てで 幽盤面引間縄f仁 竃歯盤 申お

-つよし報広

一一一一 一 一 一 一 一一一一"/'r- I いなで つりを自にば
て 親 だ をは _IIJÇ~f~M圃・榔払{ リ のいししたきおざな
やはとな子 園E献n1r;~園開閉関野川河 かのなかかっしまっ 言
りま思ん供 園\I~~ ，' 哩田甚三 門札 知でさしもて通してわ

( たじいらな 園田 i手伊直直面園町 ~.q~i:.. ・-:. > q らすい、し自し時しれ

雲2 E 3 2 Z 開l' 叫 \.:f，..，ふ引hf:〉7Jj;f一;ijF:;J;J\;;1r::jFFFljFFFjFF吃吃f知伊竺町h毛?竺士土三三tうシ.tλλ川\.~勺つヴ叶.t勺ぺぺ引炉1吋吋叶引ijiハ川:j干川'j
庭の見 口形受 ~t十l下E\I _、 弘写圃、、圃4斗yy!:?，JJi灼?♂必9Pii;rF;;:棺!椛扮乙hμシννν戸ff久;ir乙1ごJイイ((!:¥仁.'¥i と供つなせ起え 、.ま と
教でっそでけ M1Ji'グむいがi野中 I~\~¥ きがきりんきた親す何
育すめう表と '‘ー はど放何 。るらの

、い現め 、うすで 乙、好例で
料 大 う すてをぼツワにいの生 せばてすわすのも と子みにき
よ 切乙る、、るプン ー うだ に，んなやくかれも「 が 供 の 出 な
り にともそ子体をス度な小。りら教りばよ自 なはもしい
) しをのれ供験のテの生とる学 まねえやよく分 か は の た 子

ラ」
イ
ヮ
イほ
イ
ユ
短
夜

(
五
十
音
順
)

雨
上
る
櫛
形
山
に
浮
く
雲
の

ゅ
う
が
な
う
ご
さ
ふ
り
返
り
見
つ

A

九五伊

五
d旨

迎
必
へ
の
煙
ま
つ
わ
る
百
日
紅

千

万

億

土

旅

語

り

会

う

ご

と

桑

原

丑

寅

嫁
の
・
祖
母
仕
立
賜
ひ
し
鮮
纏
の

か
る
く
ぬ
く
と
く
縞
柄
も
よ
し

志

村

久

雄

若
さ
よ
り
見
て
未
し
左
官
の
田
中
さ
ん

年
金
ね
て
も
技
お
と
ろ
え
ず

内
藤
ふ
く
じ

ベ
ッ
ド
な
る
え
の
枕
界
は
限
ら
れ
て

梅
雨
に
ゆ
れ
咲
く

の
う
ぜ
ん
か
ず
ら

花

輪

光

忠

ま
な
下
に
川
の
流
れ
の
ひ
び
く
峡

咲
く
コ
ス
モ
ス
に
秋
の
よ
る
ら
し

深

川

和

子

ひ
え
抜
さ
っ
す
向
校
野
球
の
決
勝
を

ラ
ジ
オ
て
聴
く

空

鱗

雲

浮

く
柳
沢
八
十

ミ
ス
・
シ
ョ
ッ
ト

モ
コ
ル
フ
は
我
慢
の
ス
ポ
ー
ツ
、
そ

し
て
、
ミ

ス
を
い
か
に
少
な
く
す
る
か

の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

'
-
1
乙
れ
が
、

東
洋
の
魔
術
師
青
木
功
の
ゴ
ル
フ
哲
学。

そ
し
て
乙
の
中
か
ら
あ
の
ハ
ワ
イ
ア
ン

オ
ー
プ
ン
最
終
日
目
番
ホ
1

ル
の
ミ
ラ

ク
ル
・
シ
ョ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ね
の
で
す
。

し
か
し
、

青
木
ほ
ど
の
名
選
手
で
も

時
と
し
て
重
大
な
、べ
ス
・
シ
ョ

ッ
ト
を

し
ま
す
。

三
菱
ギ
ャ
ラ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
大
会
最
終
日
間
番
ホ
l
ル
(
パ
1
4
)。

1
打
差
で
ロ
ア
ン
ダ
ー
の
湯
原
信
光
を

追
っ
て
い
た
青
木
の
第
二
打
は
グ
リ
l

議

ン
左
手
前
の
ラ
フ
。
湯
原
は
ト
ラ
ブ
ル

4

・
B

・
シ
ョ
ッ
ト
で
ピ
ン
チ

K
立
た
さ
れ
て

ド

お
り
、
青
木
が
チ
ッ
プ
イ
ン
・
パ

1
デ

一

ィ
ー
を
と
れ
ば
逆
転
優
勝
、
手
固
く
パ

「

ー
で
も
プ
レ

l
オ
フ
の
場
面
で
し
た

0

.し

乙
乙
で
ピ
ン
に
か
ら
ま
せ
よ
う
と
、
青

乙

木
の
放
っ
た
第
3
打
は
何
と
数

m
し
か

ロ

飛
ば
ず
、
パ
ン
カ
l
の
中
へ

。
乙
の
痛

プ

恨
の
一
打
で
気
落
ち
心
た
青
木
は
、
ボ

の

ギ
|
で
ホ
l
ル
ア
ウ
ト
。
湯
原
も
ボ
ギ

党

ー
と
な
り
B
・
ジ
ョ
l
ン
ズ
と
の
フ
レ

『

1
1オ
フ
に
も
破
れ
た
の
で
す
。

f
、、
ス
を
少
な
く
す
れ
ば
、
上
達
す

る
4
1
1
ζ
れ
は
、
税
金
に
つ
い
て
も

言
え
る
乙
と
で
す
。
税
金
の
乙
と
で
御

質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税

務
署
又
は
税
務
相
談
室
ま
で
お
電
話
く

だ
さ
い
。
あ
な
た
の
悩
み
は
す
ぐ
に
解

消
し
ま
す
。
電
話
一
本
で
ナ
イ
ス
・
シ

ョ
ッ
ト
/
あ
な
た
も
お
電
話
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
/

X 

4函

kを~ 

加保
浩健 幸正代 雄正護
二治守肇弥喜一実茂聡一雄者

‘' お
め
で
と
う
・

昭
和
六
十
一
年
八
月
一
日

i
八
月
三
十

一
日
ま
で
の
届
出
(
敬
称
略
)

町の人口

貌

なに

る
た

め

氏

名

渡

遺

哲

夫

干
野
由
美
子

橋

本

清

一

市
ノ
瀬
陽
子

氏

名

金

丸

恵

太

依

田

諭

五
十
嵐
雄
斐

大

野

洋

平

長

津

尚

村

田

哲

哉

望

月

美

絵

小
野
佑
太
朗

牛

山

香

奈

深

津

祐

樹

五
味
加
奈
江

幡

野

雄

太

地

区

上
河
東
二
区

河

西

i. 西紙上飯築飯河西押西上上
条漉河地 条条河河地

一 東東
二 阿二新 一 一 二 二 区
区原区喰居喰西 区越区区区

(+25) 5，529人男

(+28) 

(+53) 

(+14) 

9月1日現在( )内は前月比

5，412人

10，941人

世帯数 3，356戸

女

計
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~(Q)~の乙川 10月13日(月)--17日(金)
共同募金、労働 (水)

乳行細児政(9健相ペ康談ー診ジ(査中)央(総公合民会館館)) 詳 16 
十三夜 (木) かいじ国体秋季大会集

衛生週間
大安 先負 (ボクシング競技) trol 
(木) 乳児健康診査(総合会館) 17 

(金〉 かいじ国体秋季大会長L
2 赤口 仏滅 (ボクシング競技)

3 
(金)

18 
統計の日 (土)

先勝 大安

4 
(土)

母談リ子日手(総帳リ交教合会付室館及(総) び一般健康相 19 
⑪ 

先負 ハビ 合会館) 赤口

5 
⑪ 模擬国体(小瀬スポーツ公

20 
(月)

仏滅 園) 先勝

6 
国際交通週間 (月)

21 
土用 (火)

大安 友引

ア
健康の日 (火)

22 
(水)

赤口 先負

8 
寒露 (水)

23 
電信電話記念日 (木)

先勝

9 
万国郵便連合記 (木)

24 
国連の日

念日
友引 霜降

10 
ー体育の日 (金) 大会旗・矩火リレー

25 自の愛護デー 先負 (町内)

11 
(土)

26 
原子力の日

仏滅

12 
⑪ 川屋体秋季大会長ト 27 

読書週間

大安 総ー合ツ公開会園式)(小瀬スポ

13 
(月) かいじ国体秋 季 大 会 集

28 
速記記念日

赤口 (ボクシング競技閉幕)

14 
鉄道記念日 (火) かいじ国体秋季大会長L29 先勝 (ボクシング競技)

15 
(水) かいじ国体秋 季大会各

30 友引 (ボクシング競技)

31 
世界勤倹デー. 

"-' 10周のコミ収集目~
地詮~¥長竺 可燃物 不燃物

。西条地区 3日 7日 14日 ガ、ラス・フ。ラスチック類|金属類

西条 毎週
清水新居 17日、 21日、 24日 毎月 8日
西条新田火・金曜日 28日、 31日 第2水曜日 ) 毎

。押原地区 第月
押越 4 

[ 河東中島毎 週 2日、 6日、 9日 毎月 車:22日
紙漉岡原 日

。常永地区 13日、 16日、 20日 15日

「築飯地喰西縮 月・木曜日 23日、 27目、 30日 第3水曜日

Lよj可河東

仏滅

(金) 館3)種混合予防接種(総合会

大安

全母談リ子国ハ日身手ビ(体総帳リ障交合教害付会室者及館(万)総び一合世ー会般ツ健館大)会相(土)

赤口

⑪ 
型全国与身す体け障歩害貯者大ス会ポ〔ー詳ツ細大自会

先勝

(月) 社交ダンス教室(中央公民

友引 館)

(火) 着物教室(中央公民館)

先負

(水) はんてん教室(中央公開官)

仏滅

(木) 5歳児健康診査(総合会館

大安

(金)
不国用豪華犬猫器収時集絹日c/程日役期場限前)

赤口

※可燃物の収集日が祝祭日の場合は

収集業務はいたしませんので次回

の収集日をご利用ください。

※清潔で住み良い生活環境を保った

めには、住民のみなさんの協力が

必要です。

わたしたちの
町をきれいに

しよう
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